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大
本
神
奈
川
主
会
で
は
、
人
類
愛
善
会
活
動
の
一
貫
と
し
て
令
和
４
年
６

月
か
ら
秦
野
市
に
あ
る
「
表
丹
沢
堀
山
下
ふ
れ
あ
い
農
園
組
合
」
の
農
園
約

20
坪
を
借
用
し
て
農
園
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
２
回
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
農
園
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
作
付
け
を
行
い
、
収
穫
し
た
タ
マ
ネ
ギ
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し

た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
農
園
の
管
理
人
も
お
誘
い
し
、一
緒
に
畑
で
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
農
園
隣
畑
の
ご
家
族
の
お
子

さ
ん
２
人
が
農
園
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
、
作
業
後
に
は
一
緒
に
記
念
写
真

を
撮
る
な
ど
、
農
園
活
動
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
と
も
触
れ
合
う
機
会
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
昨
年
７
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
開
催
で
き
な
か
っ
た
少

年
夏
期
学
級
を
、
農
園
と
県
立
戸
川
公
園
の
２
つ
の
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

農
園
の
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
や
、班
ご
と
に
分
か
れ
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
、

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

大
本
神
奈
川
主
会
の
農
園
イ
ベ
ン
ト
や
少
年
夏
期
学
級
で
の
参
加
人
数

は
、
子
供
を
含
め
て
毎
回
30
名
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
中
に
は
、
初
め
て
参
加

す
る
方
も
お
ら
れ
、
特
に
農
園
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ご
親
戚
に
不
幸
が
あ
り
大

本
葬
祭
に
参
列
し
て
い
た
遺
族
の
方
を
後
日
誘
っ
た
と
こ
ろ
、
家
族
全
員
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
主
会
が
主
催
す
る
農
園
イ
ベ
ン
ト
、
少
年
夏

期
学
級
、餅
つ
き
大
会
に
毎
回
家
族
全
員
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
本
神
奈
川
主
会
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
農
園
イ
ベ
ン
ト
を
初
め
、
様
々
な

楽
し
い
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
事
を
通
し
て
信
徒
間
の
親
睦
を
図
り
、

絆
を
深
め
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
次
の
活
動
へ
自
ず
と
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
が
、
所
属
す
る
分

所
・
支
部
の
月
次
祭
へ
参
拝
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
世
話
活
動
を
推
め
る
と

共
に
、
新
し
い
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
農
園
活
動
と
新
し
い
人
材
の
確
保
」

神
奈
川
主
会
長
　
森
　
常 

樹



　

1
月
の
東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式

式
典
は
、
１
月
12
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
、
斎
主
・
椎
野
恭
三
祭
務
課
長

の
も
と
執
行
さ
れ
、
２
２
０
人
が
参

拝
し
た
＝
写
真
下
。
祭
員
は
東
京
主

会
が
、伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、

大
本
神
諭
拝
読
は
渡
邉
弘
子
茨
城
主

会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で
は
、
添
釜

が
か
け
ら
れ
、
高
野
社
中
が
担
当
し

た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ

ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

　

成
人
式
式
典
を
執
行   
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苑
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大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：藤原　直哉講師：藤原　直哉（株式会社あえるば会長）（株式会社あえるば会長）

大大本と本との出会いの出会い

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
33月月2525日（火）日（火）19：00 〜19：00 〜

　神の実在と働き、さらに人としてこ
れから何をなすべきかを非常に明確に
繰り返し説いているのが大本神諭です。
立て替え、立て直し、そして立て分け。
多くの人にとってこれからの生き方の
大きな指針になると思います。

東
光
苑
七
草
粥

　

東
光
苑
七
草
粥
行
事
は
１
月

７
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
行
わ

れ
、 

１
４
０
人
が
入
席
し
た
。
和

装
姿
の
関
東
教
区
直
心
会
員
ら

に
よ
る
接
待
の
も
と
、
春
の
七
草

の
香
る
温
か
い
お
粥
に
、
吸
い

物
、
香
の
物
、
に
ご
り
酒
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
、
入
席
者
は
七
草

粥
を
堪
能
し

た
。

　

ま
た
、
東

光
庵
で
は
、

高
野
社
中
に

よ
る
お
茶
席

が
設
け
ら
れ

た
。

⑥

東光苑東光苑春季祭式講習会春季祭式講習会
日　時日　時     3 月 21 日（金）　午前９時受付月 21 日（金）　午前９時受付
		   ～ 3 月 23 日（		   ～ 3 月 23 日（日日）　午後４時閉講（予定））　午後４時閉講（予定）

会　場会　場		   		   大本東京本部・東光苑大本東京本部・東光苑
内　容内　容      ≪初級クラス≫≪初級クラス≫　　基本作法から月次祭ができるまで基本作法から月次祭ができるまで
		 ≪中級クラス≫≪中級クラス≫　月次祭、大神鎮座祭、庭上祭など　月次祭、大神鎮座祭、庭上祭など
		 ≪上級クラス≫≪上級クラス≫　月次祭、庭上祭、招魂式、発葬式、　月次祭、庭上祭、招魂式、発葬式、
				    五十日合祀祭まで				    五十日合祀祭まで
参加費参加費		 		 １人／ 1,000 円　１人／ 1,000 円　※宿泊・食事代は別途徴収※宿泊・食事代は別途徴収
持ち物持ち物		 		 笏（笏（※貸与可※貸与可）、大本祭式の本、帯または紐）、大本祭式の本、帯または紐
		 （懐笏時に必要）、筆記用具、動きやすい服装、		 （懐笏時に必要）、筆記用具、動きやすい服装、
		 足袋（あれば履く方が動作が容易）、宿泊用品		 足袋（あれば履く方が動作が容易）、宿泊用品
		 		 ※宿泊は相部屋になります※宿泊は相部屋になります

申　込申　込		 		 取得認定級、受講クラス、食事・宿泊を明記取得認定級、受講クラス、食事・宿泊を明記
の上、祭務課（担当・椎野）「春季祭式講習会」の上、祭務課（担当・椎野）「春季祭式講習会」
宛へお申し込みください。宛へお申し込みください。

　　　　 　　　　  Email：k-siino@oomoto.or.jp Email：k-siino@oomoto.or.jp
　　　　　Tel：03-3821-3701 ／ FAX：03-3821-5283　Tel：03-3821-3701 ／ FAX：03-3821-5283

　　　　　　　　　　　　　　　　　　締　切締　切　　3月 16 日（3月 16日（日日））
　　

～「大本神諭」に見る世界～～「大本神諭」に見る世界～

　

1
月
の
東
光
苑
月
次
祭   

〜み教えを正しくお伝えするために〜〜み教えを正しくお伝えするために〜

　　教本１～３級認定講習会教本１～３級認定講習会

日　時日　時		　　3 月 2 日 (3 月 2 日 ( 日日 ) 　午前９時から) 　午前９時から
	 　	 　（３級）午後５時まで　／　（２級）午後４時まで（３級）午後５時まで　／　（２級）午後４時まで
	 　（１級）  午後 3 時 50 分まで	 　（１級）  午後 3 時 50 分まで
会　場会　場　　大本東京本部・東光苑大本東京本部・東光苑
対象者対象者　　大本信徒大本信徒
参加費参加費　　1,000 円（昼食、資料代を含む）1,000 円（昼食、資料代を含む）
	    	    ※実践リーダー教本（「初級編」525 円、「中級編」    ※実践リーダー教本（「初級編」525 円、「中級編」    
	     734 円）をお持ちでない方は別途ご購入いただきます。	     734 円）をお持ちでない方は別途ご購入いただきます。
申込先申込先　　東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）	東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）	

　 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp　 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp
		    Tel 03-3821-3701　／　Fax 03-3821-5283		    Tel 03-3821-3701　／　Fax 03-3821-5283
締　切締　切		　　2 月 23日（2月 23日（日日））
		

た
。

　

引
き
続
き
、
成
人
式
式
典
で
新
成
人
の
清
水

春
希
さ
ん
（
東
京
主
会
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
始

め
に
石
井
宣
江
直
心
会
関
東
教
区
連
合
会
常
任

委
員
か
ら
祝
辞
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
長
原

賴
元
大
本
青
年
部
主
事
が
祝
辞
、
つ
い
で
清
水

春
希
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
能
舞
台

で
は
、
大
本
金
剛
会
に
よ
る
祝
言
『
暁
山
雲
』

と
仕
舞
『
高
砂
』
の
奉
納
。
そ
の
後
、
新
成
人

ス
イ
ス
出
身
の
信
徒
キ
ャ
ロ
リ
ン
・

ピ
ー
タ
ー
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

は
添
釜
に
入
席
し
た
＝

写
真
上
。
こ
の
後
、
関

東
教
区
青
年
部
主
催
に

よ
る
「
祝
賀
会
」
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー

で
は
農
事
組
合
法
人
大

本
が
収
穫
し
た
〝
チ
カ

ラ
野
菜
〟
の
販
売
が
行

わ
れ
た
。


